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        個の把握に重点をおいた授業づくり研究部 研究報告（概要）  
研究主題 個の把握に重点をおいた授業づくり  
概要説明 個々の児童生徒の気づきを蓄積し、その中から変容させたい児童生徒（位置

づけた児童生徒）を抽出する。位置づけた児童生徒と周りとの関わりを通し

て、変容させることをテーマに授業づくりを進めた。また、その児童生徒が

他と関わることで、周りの学びの姿がより見えてくることをねらった。  

 
 
 
 

  本研究の【キーワード】  
○個         ○関わり     ○気づき    ○位置づけた児童生徒  

○白紙座席表     ○授業メモ    ○場づくり（リソース）  
○ストップモーション方式による授業記録  

 
Ⅰ 研究主題 
  個の把握に重点をおいた授業づくり  
 
Ⅱ 主題設定の理由 
 学校生活を通じて、現代の教育に求められることは、児童生徒一人一人が自己実現できる力

を授業の中で育むことである。このためには、「個」をとらえ、それに対応した教育の仕組みを

創ることが急務である。私たち教師の教育課題は、一言で言うと「個を見つめ、個を育てる」

ということに尽きる。  
 しかし、一口に「個を見つめる」と言っても、「個」の何を対象とするのか、どのような方法

で「見つめる」のかと言った点については、様々な解釈の仕方がある。  
そこで、本研究部では、「個を見つめる」ための手立てとして、  
・意図的に児童生徒を抽出する。（以下、「位置づけた児童生徒」と呼ぶ）  
・位置づけた児童生徒の授業での様子を詳細に記録する。  
・位置づけた児童生徒と他の児童生徒の関わりを記録する。  

といった方法をとることとした。  
また、「個を育てる」教育を実践するために、  
・位置づけた児童生徒の変容を図るのに適した教材を選択する。  
・位置づけた児童生徒が単元を通して、何に気づき何を感じ取るかを予想し、授業を組み立

てていく。  
・位置づけた児童生徒が他の児童生徒と関わり合う中で変容していくような場を設定する。  
・位置づけた児童生徒が目標を達成できたかの観点から授業を振り返り、その後の授業づく

りへと繋げていく。  
ことを行った。  
 さらに、位置づけた児童生徒を手がかりに周りにいる児童生徒の学びの姿も捉えられると考

えた。  
 本研究部では、以上の観点で「個を見つめ、個を育てる」ことにより、児童生徒一人一人が

自己実現できる力を授業の中で育むことをねらい、個の把握に重点を置いた授業づくりの追究

を研究主題と設定した。  



 
Ⅲ 研究の方法 
 １  気づきの蓄積  
 ２  位置づける児童生徒の決定  
 ３  指導計画づくり  
 ４  指導案の検討  
 ５  授業の実施  
 ６  ストップモーション方式による協議  
 ７  授業記録の作成  
 
Ⅳ 授業研究の実際について 

１ 第 1 回 授業研究  所沢市立小学校 第 4 学年 理科「空気や水をとじこめると」  
（１） 位置づけた児童生徒（Ａ）について ※以下ここで位置づけた児童をＡと呼ぶ  

①  位置づけた理由  
Ａは、まじめで責任感が強い児童である。学習に対する姿勢も意欲的で、課題

には粘り強く取り組む。しかし、他の児童に対して自分の考えを伝えたり、相手

の話を聞こうとする点については、消極的である。そこで、Ａが他の児童と関わ

り合うなかで、自分の考えが認められるといった成功経験を積むことが「個を育

てる」ことにつながると考え、位置づけた児童生徒とした。 

②  児童生徒の様子     は意外に感じた様子 

日時 位置づけた児童生徒の気づき 

6/30 

 

「立って踊ろう。」（音楽鑑賞教室で演奏していたバンドのメンバーからの呼びかけ）

恥ずかしそうに立つが、踊りはしない。周りの児童のほとんどは、とび跳ねていた。

7/4 

 

 

 

「留守番中に火事が起こりました。どうします。」（社会）  
「外に出て大声で周りの家に知らせる。」  
「どの方法がいいか近くの人と話し合ってみましょう。」  
話し合わない。隣の子はちらちら顔を見ていたが、あきらめて後ろの子と相談。  

7/6 

 

 

「自分達で作った梅ジュースのお味は？」（総合）  
「ちょーおいしい。」なんか変な味という児童が多い中、周囲に聞こえるほどの大き

な声で。  
7/11 

 

 

「松井さんがしたことはいいことでしょうか？隣の人と話し合ってみましょう。」

（国語・白いぼうし）  
隣の子は話しかけようとしていたが、自分のノートから目を離さず、話し合わない。

7/13 

 

（図工で絵を描きながら）  
「走っているように見える？」隣の席の子に自分から話しかける。  

7/18 

 

（総合で観察していた蚕が死んで床に落ちてしまい、触れずにいた男子児童に）  
「しっかりしなよ！ 男のくせに！」  



9/1 

 

「今日のクラスレクでやりたいことを近くの人と相談してください。」（朝の会）  
班のメンバーと笑顔で相談。  

9/4 

 

「ヘチマの花を観察します。準備のできた子から移動しましょう。」（理科）  
一人で校庭へ移動。観察は熱心に行う。  

9/5 

 

 

 

「三富についてインターネットで調べよう」（総合）  
ペアの児童が主にパソコンを操作し、自分はノートにメモを取る活動が中心。ペア

の児童がややはめを外し気味だったため、嫌そうな表情をうかべるが、言葉でのや

り取りはない。  
9/6 

 

 

 

「練習のときみたいにボールをさわってごらん。」  
（体育・ソフトバレーボールの試合）

無言でうなずくが、コートの後方でほとんど動かないままゲーム終了。自チームが得

点したときには、拍手をする姿も。  
9/7 

 

「外に行って遊んでおいで。」（３０分休み）  
教室からは出たが、図書室に行く。  

9/8 「習い事をしているの？」（校長との会食）  
「△△も、××も次の日疲れちゃうから辞めた。」  
「空気を閉じ込めて遊んでみよう。」（理科）  
ビニール袋に空気を閉じ込め叩いて遊ぶ。女子児童Ｄと二人で遊ぶ。  
「別の遊びもできるかな」（理科）  
「えー、できないよー。」  

（２） 単元設定の理由  
理科の学習は、児童の既有している様々な「自然についての素朴な見方や考え方」を、

観察、実験などの問題解決の活動を通して、少しずつ科学的なものに変容させていく営

みである。問題解決の能力を習得するためには、「問題解決の過程や結果について相互に

話し合う」中から、結論として「科学的な見方や考え方」をもつようになる過程が必要

である。つまり、表現（発表・話し合い）を通して、児童一人一人の「問題解決の過程

が相互にかかわる場面」が重要になる。そこで、以下のような場を設定することで、Ａ

が変容していくことをねらい、単元を設定した。 

  《導入場面において》 

     提示した事象に対し発せられた児童の言葉を取り上げ、さらに別の児童に投げかけ、

言葉をつなげていくことで、みんなで学習課題を設定する。 

  《学習問題に対する予想を立てる場面において》 

     問題に対する個人の考えを互いに発表し合い、自分の考えと他の児童の考えを比較

し、参考にしたり考え直したりする場を設ける。 

  《実験を行う場面において》 

     自分で行った実験の方法や結果を他の児童に伝えることで、検証や再考察する場を

設ける。 

   《実験結果を出し合う場面において》 



     実験結果を出し合い、結果の考察をする場を設ける。 

  （３）本時の指導  
学習活動  指導上の留意点  位置づけた児童の予

想される反応  
場の設定  

１  学習課題を

知る。  
 
 
 
２  空気鉄砲を

作り、玉の飛び

方を調べる。  
 ・予想をたて話

し合う。  
Ｃ：くっついて

い る と 飛 ば

ない。  
Ｃ：離れすぎて

い る と 飛 ば

ない。  
Ｃ：空気がいっ

ぱ い あ る ほ

うが飛ぶ。  
 ・３つの方法を

試してみる。 
Ｃ：後玉が筒の

後 ろ に あ る

と き が 一 番

飛ぶ。  
 
３  空気鉄砲を

自由に操作し、

玉 の 飛 び 方 を

調べる。  
Ｃ：押し棒を勢い

よ く 押 す と 玉

がよく飛ぶ。  
Ｃ：よく飛ぶとき

は、いい音がす

る。  

 
 
 
 
 
○空気に着目させるた

め、前玉と後玉がつ

いた状態、後玉が筒

の 真 ん 中 に あ る 状

態、後玉が筒の後ろ

にある状態の３つに

ついて予想を立てさ

せ、活動を焦点化す

る。  
 
 
 
 
 
○前玉と後玉の位置以

外の条件を変えずに

実験するように助言

する。  
 
 
 
○児童同士が発見を教

え合うことで、それ

ぞれの活動が活性化

するようにする。  
○発見したことは、ホ

ワ イ ト ボ ー ド に 書

き、まとめの話し合

いの際に使用する。  
○活動の様子をよく観

察し自分なりの発見

 
 
 
 
 
・予想を発表できな

い。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・一人で実験に取り

組む。  
 
 
 
 
 
・一人で実験に取り

組む。  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
・誰と同じ考えかを表

明させることで話し

合いに参加させる。

・自分の意見が言えた

ことや他の児童の意

見を参考にできたこ

とを認め、活動に意

欲的に取り組めるよ

うにする。  
 
 
 
 
 
・活動の中で発見した

ことを見逃さずに認

める。他の児童に伝

えるよう促す。  
 
 
 
・発見したことは、他

の児童に検証しても

らい、ホワイトボー

ドに記入する。  
・他の児童の発見を確

かめられた場合につ

いても、その態度を

認め、他の児童との

関りを深めさせる。

 

空気鉄砲の秘密を探ろう。  



Ｃ：前玉を指で押

さ え て お く と

よく飛ぶ。  
Ｃ：押し棒を押す

と、手ごたえが

強くなる。  
 
４  発見したこ

と、わかったこ

とを発表する。 
 
 
 
 
５  空気鉄砲の

玉 が 飛 ぶ わ け

を考える。  
Ｔ：空気鉄砲の玉

は、何の力で飛

ぶのでしょう。 
Ｃ：空気の力。  
Ｔ：空気の力で飛

ぶことを確か

める方法はな

いでしょうか。 
Ｃ：押し棒をゆっ

くり押す。  
Ｃ：水の中でやっ

てみればいい。 
 
 
 
 
６  本時のまと

めをする。  
Ｃ：空気鉄砲は空

気 の 力 で 玉 を

飛ばす。  

が あ っ た 児 童 を 認

め、多様な意見が出

てくるようにする。  
 
 
 
 
○対立するような意見

が出てきた場合は、

実際に実験を行い確

認する。  
 
 
 
○自分の活動を振り返

らせ自分の考えに理

由づけができるよう

にさせる。  
 
 
 
 
 
 
 
○前玉が後玉と触れな

い こ と を 確 認 さ せ

る。  
○空気で玉が押し出さ

れていることを、水

槽を使って確かめさ

せる。  
 
○自分なりに本時の学

習をまとめられるよ

うに、掲示物やホワ

イトボードなどで活

動を振り返らせる。  

 
 
 
 
 
 
 
・発表をためらう。

 
 
 
 
 
 
・自分の意見を発表

することをためら

う。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・自分なりにまとめ

ようとする。  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
・自分の考えを学級全

体から認められるこ

とで自信が得られる

よう、発見したこと

を積極的に取り上げ

る。  
 
・誰と同じ考えかを表

明させることで話し

合いに参加させる。

・自分の意見が言えた

ことや他の児童の意

見を参考にできたこ

とを認める。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・まとめたことを他の

児童と伝え合わせる

ようにし、考えを深

めさせる。  

 
（４）ストップモーション方式による授業記録  



 ストップモーション方式授業記録とは、授業を記録したビデオを見ながら授業の検討会を行

なうものである。出席者は気になったところでテープを止め、意見を述べたり、授業者の意図

を確認したりする。これを授業記録に直したものが、ストップモーション方式授業記録である。

この授業記録では、授業の流れが書かれる部分と「ストップモーション」と呼ばれる記録者の

解説コメントが書かれる部分から成り立っている。記録者は、授業時に分刻みに記録した「授

業メモ」を確認しながらまとめていく。  
今日のねらいをよむ。  
挨拶のあと、教師の説明。  
教師の説明をよく聞く。  
ボードの図をじっと見ている。  
今日のねらいを読む。  
『空気鉄砲のひみつをさぐろう。―ア前玉と後玉がくっついた時、  
イ後玉が筒の真ん中にある時 ウ後玉が筒の後ろにある時―どれが一番飛ぶでしょう？』  
教師の  
『予想は？』  
に手は挙げなかったが、  
『イだと思う人？』  
に手を挙げた。隣のＤと少ししゃべる。  
「アだと思う」と発言している児童のことよく見て、聞いている。Ｄと少し話す。  
教師の手元をよく見ている。  
「イ」について説明している子の話を聞いてニコリと笑う。  
もう一度、教師が予想に手を挙げさせたが、「イ」に挙げる。考えは変えない。  
教師の  
『後ろを向いてください。』  
に、どこに座るかよくみている。説明もよく聞いている。  
立ってみている。  
走って、自分の空気鉄砲を取りに行く。  
他の子はどんどん飛ばす。当人はなかなかうまくいかない。  
前に１Ｍ飛んだ。後ろの黒板にはってある説明を見て、場所を確認して、玉を詰める。  
やはり前に１Ｍ飛んだ。うまくいかない。  
ウにしたら２Ｍ飛んだ。次３Ｍ。戻ってＤに話しかけた。       （ここまで１３分）

 
  特定の児童との関わりが十分とれていた。しかしその他の児童との関

わりは少なかった。この時点で本時の目標達成と考えられる。一人で玉を

飛ばしていたとき、他の児童の玉と入れ替わってしまったところがあった

ので、関わりを広げるきっかけがあったと思われる。 

 
黒板の前でＤと話す。飛ばしてみせる。  
「ウだ！」  
と、にこやかに隣の子と話す。  



 

『ウがいちばん飛んだ人？』に手を挙げた。             （ここまで１６分）

 
Ａは、空気鉄砲の玉の飛び方をイからウに変えていた。どこで、自分の

考えが変わったのかを話す場があると、そこから議論や話し合いが生まれ

たかもしれない。授業者はなぜ意見を変えたのか、もっとゆさぶるべきで

あった。 

 
よく教師の説明を聞いている。じっと集中。  
Ｄと他の児童に説明している。  
「どうやるかわかんないよ！」といいながら飛ばしてみせた。  
「２つとも飛ぶよ。」Ｄ「いいじゃん！」男の子もそばにいて話しかける。  
Ｄと話している。  
「書いてくるね」と言って、ボードをとって来る。  
書いたボードを立てかけた。  
他の児童と話す。でも、すぐ自分の世界に入る。  
筒を２つくっつけている。                 
Ｄと一緒に、二つの空気鉄砲をくっつけ、両側から押すと、空気が抜け、玉は飛ばないこと

を発見。最初、友だちではなく教師のところへ、そのことを話に行った。（ここまで２６分）

 

最初に、友だちのところへ行けなかったというところから、この２人は

学級の中で周りの友だちとの距離があるように思われる。 

 
Ｄが教師によく話しかける。本人も聞いていてよく笑う。Ｄと一緒に他の児童に説明する。

「黒板に書きに行こう」とＤに言われる。  
黒板に筒の絵を描いている。  
『もう（絵は）いらないよ』  
Ｄ、教師に、「ちょっと待ってください。描かせてください。」描いてくる。   
Ｄと一緒に座る。  
待っている間、Ｄとボードを見て話す。  
『発見したこと、わかったことを発表してください』  
他の児童の発表をよく聞いている。  
Ｄと二人でひそひそ話している。  
『このボードで発表してくれる人？』  
本人、前に出て、大きな声で説明。                 （ここまで４４分）

                                  
ホワイトボードで発表のとき、Ａのボードにはたくさんの名前が書かれ

てあったのに、Ａだけが出てきて発表。まだ他の児童との関わりの薄さが

感じられた。  

再び他の児童の説明をよく聞いている。他の人の発表で『発見した人？』に挙手。  
（ここまで４７分）



       

 

Ｄと手を挙げて前に出て行き発表。Ｄが実際に、二つの空気鉄砲をくっ

つけ、両側から押し、空気が抜けると玉は飛ばないことをやってみせる。

周りの反応は今ひとつ。 

『他の人たちは飛ぶことをやっているけれど、君たちは飛ばないことをやっていて面白いね』

と授業者が言えば、随分違ったはず。児童が見つけた課題をどう伸ばせるかどうか、という

のが理科の本質であろう。  
 
再び他の児童の説明をよく聞いている。  
２つ飛んだ説明のときは、手を挙げた人を見ていた。  
手を挙げて発表。  
「空気が戻ろうとして、玉が落ちる。」  
「水の中でやれば」と言う児童の意見が出た。あらかじめ準備しておいた水槽で示範実験。

授業終了後、手伝いも意欲的であった。  
（５）今後の課題  

・Ｄと関わりをもてたことは、Ａにとっての変容である。しかし満足することなく、さ

らに関わりを広げていくことが課題である。  
・Ａを位置づけたことで、周りの児童の関わり合いがみえ、新たな学級の課題が明らか

になった。  
 
２ 第二回授業研究 所沢市立中学校 第２学年 国語 「プレゼンテーション」  

（１）位置づけた児童生徒（Ｂ）について ※以下ここで位置づけた生徒をＢと呼ぶ。  
①位置づけた理由  
Ｂは、まじめに学校生活を送っている。授業中の私語や手悪さなどはないが、決して意

欲的な学習態度とはいえない。疑問があっても、教師や周りに聞くことがない。仲間と関

わって、課題を解決することもない。周囲に聞かれたり、指示されたりすると、殻を閉ざ

してしまうこともあった。  
以上のことから、Ｂが他人との関わりをもち、その中で自己主張ができるようになるこ

とを目指し、位置づけた生徒とした。  
② 位置づけた生徒の気づき    は意外に感じた様子  

日時  位置づけた児童生徒の気づき  
６／１５  
 

掃除の時に、清掃担当として、分担表はできるが、班員に分担の指示ができな

い。口をきかない。班員と目を合わさない。  
６／２６  
 

選択国語では「話す・聞く」中心の授業で、グループだと発表はできるが、一

人だとやらなかった。  
９／５  国語の班活動では一切話さない。（それ以前も話さなかった。）  

９／６  
 
 

ちょっかいをだされることは相変わらず多いが、自分と体力的に同等くらいの

生徒には反撃できるようになってきた。（相手のワイシャツのボタンを引きち

ぎった。）  



９／７  
 
 

足が速いのを買われ、体育祭で８００Ｍリレーの一人となる。  
体育祭当日、「腰が限界です。」と担任に訴えてきたが、「君の代わりはいない」

と言ったところ、頑張った。  
道徳の授業では指名した問いに、「今、考えているので、あとで答えます。」  
と言い、最後の方で、自分の考えを述べることができた。（葛藤教材。野球で、

２－３で勝っている９回裏２アウト、２・３塁に走者のいる状況で、４打席連

続して敬遠し続けた４番バッターに対して、自分がピッチャーだったら敬遠か

勝負かどちらの立場をとるかという発問に理由付きで答えるもの。本人は「チ

ームのため勝つことを選びたいので敬遠」と答えた。）  

１０／１９  
 
 
 
 

 
 合唱コンクールのための歌の練習の時にパートリーダーから「声が出てない」

「口が小さい」との指摘。両隣に音がとれる生徒が移動してきて再三指導。本

人は努力していた。  

音楽の時間に直接、教科担当から「口を大きく開けなさい」とみんなの前で指

導される。その話を聞き、担任が「君はよく頑張っている」と励ました。  
１０／２４  

大きな口で歌っていた。帰りの会で周りも評価していた。同日、選択国語のデ

ィベートでのリンクマップを、きちんと独自の考えで書けていた。（論題は「日

本は動物園を廃止するべきである。是か非か。」）  

１０／２５  
 

国語の新しい班で、担任は本人が話すのを聞いてないが、同じ班員は、「本人

がディスカッションに参加した」と言っている。  
１０／２６  
 

国語の授業でコンピューター室利用。本人はパソコンがかなりできるので、あ

ちらこちらから、助けを求められていた。その都度、見てやっていた。  
１０／３０  
 
 

国語の授業で挙手。初めて手を挙げた。発問は「よいプレゼンとは何ですか。」

Ｂの答え「大きな声でわかりやすく発表することです。」しかし、その後の班

活動ではあまり発言しなかったようだ。  
（２） 単元設定の理由  

Ｂは特定の友人とのみ会話をするだけで、周りとは、ほとんど関わりがとれない。４月から

授業の中で小グループのディスカッションを繰り返していたが、ほとんど話し合いが成立しな

かった。ここであえてプレゼンテーションという本人が最も苦手とする教材で学習することで、

班の中で助け合わなければいけない状況を作り出すことにより、関わりの必要性と意義を本人

に認識してもらえると考えた。また、そうすることによって、「個を育てる」ことにつながると

考えた。  
   《導入場面において》  

本時は３番が司会であることを知らせる。またプレゼンテーションのボード作りをす

ることも認識させる。  
   《班活動の中で》  

３番がしっかり司会をし、話し合いの中で、プレゼンテーションの構成やボードの担

当を決め、作業を行う。  
   《まとめの中で》  
    班ごとに進行状況を発表する。  



（３）本時の指導  
学 習 活 動  

 
指導上の留意点  

 
位置づけた生徒の予想され

る反応  
場の設定  

 
１ 本時の流れ  
 を知る。  
 
 
 
２ プレゼンテー

ションの構成・班員

の役割について話

し合う。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本時のまとめ

をする。  
 

 

 

○本時のねらいと

学習の進め方を確

認する。  
 
 
○より効果的な発

表にするためにど

ういう工夫をした

らよいのかを話し  
合わせるようにす

る。  
○アンケートをと

ったり、辞書など

も使ったりするよ

うにアドバイスす

る。  
○司会の仕方につ

いて教える。  
○Ｂがすこしでも

話したら、周りが

認める雰囲気を作

る。  
 
○各班の進行状況

を４番に発表させ

ることにより、自

分の班の客観的状

況を知らせる。  

・自分が今日の司会だと知り

緊張する。  
 
 
 
・司会ができない。  
 
 
・周りの支援に対して、黙っ

ている。  
 
 
 
 
・自分のボードも書けていな

い。  
 
 
 
 
 
 
 
・自分のボードができておら

ず、発表することも考えられ

ていない。  

・教師による意

図的な４人班

にする。司会は

３番とする。  
 
・他の班員が司

会のアドバイ

スをする。  
・Ｂのつぶやき

を班員や教師

が拾い、認め、

話をふくらま

せられるよう

にする。  
・アンケートの

結果や辞書を

使うことを勧

める。  
 
 
 
 
 
・他の３人の班

員のボードを

見せる。  

 
（４）ストップモーション方式による授業記録  

チャイムが鳴り、挨拶。  
『１０２ページ開けて。今日はプレゼンテーションのボードを作らなくてはなりません。必要

なものは、大丈夫？』  
生徒は、落ち着いて聞いている。  
『４人班になってください。』  
生徒は、席を立ち、４人班を作り、着席。  
『教科書１０２ページ開けて。ワークシートも見ましょう。』  



生徒は、指示に従い教科書とワークシートを開く。  
『今日は、３番が司会です。手を挙げて。』  
各班、３番の生徒が挙手。  
『３番、がんばって。』  
『立ち歩いてもいいから、アンケートも取ってみましょう。』  
各班、話し合いを始める。教師は、各班を回りながら、話し合いの様子を確認していく。今回

Ｂは、３番で司会担当だが、発言せず。他の生徒が、話し合いをリードしていく。教師は、Ｂ

に声をかける。  
『司会してる？ がんばって。』  
Ｂは、司会の役割に戸惑っていたが、他の生徒が「アンケートを取ろうと思っている。」ことを

伝える。  
『どうするの？ じゃあ、そのアンケートを取るか聞いてごらん。』  
Ｂは、「アンケートを取りますか？」と、班のメンバーに聞く。「取ろう。」と言う意見を受け、

再び「どんなアンケートにしますか。」と問いかける。「一言で絆といえば？」「あなたにとって

絆とは？」と意見が出される。  
教師は、その様子を見て  
『いいよ。次進めて。』  
と声をかけ、他の班の方へ移動する。                  （ここまで８分） 

 
教師は、Ｂの班に留まってアドバイスをしていたが、異例の事なので、生

徒も普段と違う印象をもったかも知れない。しかし、教師がアドバイスを

すると、Ｂが話し出す事ができたので、効果的な働きかけであった。  
 
班のメンバーが、積極的に話し合いを進めていく。その間、Ｂは黙って話を聞いている。しば

らくして、教師がやってきてＢに小声で話しかける。Ｂは、「言葉選びの基準ですけど、どうし

ますか。」と班のメンバーに聞いてみる。班のメンバーがそれぞれ答えたことを、Ｂは、ワーク

シートに記入していく。記入し終わると、また進め方に戸惑っている様子で沈黙する。この間、

他の班の生徒が３人、アンケートを取りに来る。               （ここまで１８分） 
 

司会の仕事が不明確であったため、Ｂが戸惑ったと思われる。プリントに

仕事内容を書くなどして、具体的に細かく指示を出した方がよかったかも

しれない。 

 
教師が再びやって来て声をかける。  
『進めなきゃ』  
Ｂは、「言葉選びの基準はこれでいいですか。」と班のメンバーに聞いてみる。そして、「漢字辞

典使えませんか。」と教師に相談する。教師が『使いたいの？』と確認すると、はっきり「はい。」

と答える。教師は、『じゃあ取ってきます。』とその場を離れ、漢字辞典を持ってくる。Ｂは、

辞典を受け取ると、すぐに使い始める。                （ここまで２１分） 

 



 

司会等、話し合いを上手く進めていく事の苦手であるＢにとって、辞典が

逃げ道にもなっていたように思われる。 

 
 
Ｂが辞典を使っている間、班のメンバーは、話し合いを進めていく。教師がやって来てＢと話

す。Ｂは辞典で見つけた「絆」の意味を教師に話す。教師は、それをみんなに話すように促す。

「絆って糸で結ばれていること…」と話すと、班のメンバーが「それ、どっかで使おうよ。」と

声を上げる。Ｂが、「どこで使いますか。」と尋ねると、根拠２で使おうということになる。さ

らに「語源は何？」と聞かれると、Ｂは再び辞典をめくり始める。    （ここまで２８分） 
 

班のメンバーに発言を認められた事は、Ｂにとってよいことであった。何

をどう使って調べればよいのか明確になっていると、生徒の活動がより活

発になったと思われる。何もない状態から形作っていくのは難しい。活動

の自由度が高い授業であれば、いつでも参考にできるような考えるための資源（リソース）

が教室の中に散らばっているとよい。 

 

                      掲示物 

リソース  考えるための場づくり   ワークシート 

（資源）   書籍 

                   教師の全体への働きかけ 等 

 

 
 
 
 
班の子から「語源あった？」と聞かれると、Ｂは「綱で…」と説明するが、聞き取りにくかっ

たらしく、「辞典貸して。」と言われる。使っていた辞典を渡すと、別の辞典を調べ始める。  
教師がやって来て、『さっきの忘れちゃうから（ワークシートに）書いたほうがいいと思う。声

かけるのよ。』と指示する。Ｂは、「じゃあ、書いてください。」と班のメンバーに声をかける。

再び、「絆」の意味を辞典で調べ、「断つに忍びない…」とつぶやく。このあたりから、班の他

のメンバーが話し合いを進め始め、発表の分担を決めていく。「ここＢでいい？ 大丈夫？ こ

こ言ってくれる？」と尋ねられると、Ｂは「ああそうだね。」と同意する。 （ここまで３６分） 

 

周りの生徒からの支援が感じられた。生徒相互では意思の疎通ができてい

るようであった。  
 

 
教師がやって来て『司会進めてる？』と進行を促す。Ｂは、「選んだ言葉の紹介をやってくれる

人？」「言葉選びの基準をやってくれる人はいますか？」「絆についてのアンケートをやってく

れる人？」と分担を聞いていく。「根拠２をやってくれる人？」と問いかけると「Ｂ君がいい。」

と言われ、「じゃあそうしよう。いいですか。」と発言する。分担が終わると「じゃあ、それぞ

れ書いてください。」と、プレゼンテーションのボードを作り始めるように指示する。  
Ｂが、ボード作りの作業になかなか手がつかずにいると、班のメンバーが「ここらへん、書け

ば。」とアドバイスする。Ｂは、「そうか、そうか」とつぶやいてボードを作り始める。  




